
 

資
源
回
収
を
増
や
し
、 

減
ら
し
た
名
古
屋
市

C
O
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あなたの願い、市政・府政に
届いていますか?

いま府内 30自治体が、府制度に独自上乗せをして
対象年齢を引き上げています。ところが京都市は、制
度の改善を拒否して、府による低い水準のままです。
子育て支援は、市民の切実な願い。入院も通院も、
無条件に小学校に入るまで無料にすべきです。また、
窓口払いも改善すべきです。
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宇治市
向日市
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大山崎町 八幡市 久御山町

京田辺市
城陽市 宇治田原町

和束町井手町
山城町

精華町

木津町 加茂町 南山城村
笠置町

高校卒業まで
中学卒業まで
小学校卒業まで
就学前まで
京都府の制度

八幡市は通院は4歳未満まで
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名
古
屋
市
で
は
ご
み
の

分
別
を
4
種
か
ら
10
種
に

拡
大
。
2
年
間
で
2
割
の

ご
み
を
減
量
し
、
埋
立
量

も
3
分
の
2
に
減
ら
し
て

い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
焼
却
量
が
減
っ
た
こ
と

で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

も
20
万
ト
ン
減
ら
し
て
い

ま
す
。

京
都
市
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
資
源
回
収
量
は
増

え
な
い
ま
ま
、「
何
で
も

燃
や
せ
る
」
大
型
の
焼
却

施
設
を
つ
ぎ
つ
ぎ
建
設
。

建
設
中
の
焼
却
灰
溶
融
炉

に
2
3
0
億
円
使
お
う
と

し
て
い
ま
す
。
談
合
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
東
北
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は

5
2
4
億
円
で
す
。

●こんなに違う資源回収量

京都 名古屋

量

量

ぞく）

子どもの医療費無料化

京
都
市
は
た
っ
た
の 

回
?

2
0
0

30市町村が府制度に
上乗せ助成
（05年 4月現在）
宇治市が年明けにも

拡大を表明

京
都
市
は
、
学
区
で
「
意
見
交
換
会
」

を
開
い
て
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く
、
と

言
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
名
古
屋
市
の

2
7
0
0
回
、
横
浜
市
の
5
5
0
0
回
に

対
し
京
都
市
は
約
2
0
0
回
。
し
か
も
全

市
民
が
対
象
に
な
っ
て
お
ら
ず
「
知
ら
な

か
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

市
長
の
言
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
形
だ

け
で
す
。

意
見
交
換
会
で
も
、
市
の
説
明
に
「
納

得
で
き
な
い
」「
結
論
の
押
し
つ
け
だ
」
と

批
判
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
有
料
化
の
押

し
つ
け
で
ご
み
の
減
量
は
す
す
み
ま
せ
ん
。

名
古
屋
市
は
2
7
0
0
回
も
市
民
と
対
話

ご
み
減
量
に
は
、
分
別
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
拡
大
と
徹
底
が
効
果
的
な
こ
と

は
、
他
の
都
市
の
経
験
か
ら
も
ハ
ッ
キ

リ
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
市
長
は
、「
ご
み
減
量
対

策
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
施
策
に
比
べ
て

（
有
料
化
は
）
よ
り
有
効
」
と
分
別
を

否
定
す
る
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
ま
す

（
11
月
定
例
市
会
）。

こ
れ
は
、
も
っ
と
分
別
に
協
力
で
き

る
し
、
ご
み
減
量
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
市
民
の
意
欲
と
願
い
に
水

を
差
す
も
の
で
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
よ

り

有
料
化
」

̶

こ
れ
が
市
長
の
本
音
で
す

府内30自治体に広がるのに、改善を拒否

何
で
も
燃
や
す
京
都
市
で

い
い
の
で
し
ょ
う
か


